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論文審査の結果の要旨 
 
１ 研究目的の評価 
増加傾向にある非結核性抗酸菌症肺疾患（NTM-PD）の治療は長期の多

剤併用療法が必要で、治療後も再発・再感染が多い。そのため完全寛解よ

り、症状改善、健康関連の生活の質（QOL）の向上に治療目標を重視する

ようになってきた。本研究は、NTM-PD 患者の深刻な問題となっている抑

うつ症状について、その有症率、さらにはその症状発現に関連する因子を

明らかにすることを目的としており、研究の目的は妥当である。 
 
２ 研究手法に関する評価 

NTM-PD 患者で研究に同意した対象者に対し、うつ病自己評価尺度

（CES-D）を用いて抑うつ症状を評価し、16 点以上を抑うつ症状「あり群」

とした。抑うつ症状の有無で 2群に分け、年齢、性別、罹病期間、血液検

査（総蛋白、ｱﾙﾌﾞﾐﾝ、CRP など）、呼吸機能（%肺活量など）、胸部画像所

見、呼吸困難感、咳関連 QOL、運動耐容能、睡眠障害などについて比較検

討した。さらにステップワイズ二項ロジスティック回帰分析を行い、抑う

つ症状の独立因子を検討しており、研究手法も妥当である。 
 
３ 解析・考察の評価 
上記手法で解析した結果、抑うつ症状を有する比率は 32.5%であった。

抑うつ症状「あり群」は、罹病期間、ｱﾙﾌﾞﾐﾝ、CRP、%肺活量、呼吸困難

感、咳関連 QOL、運動耐容能、睡眠障害などの項目で「なし群」より有意

に不良であった。また、二項ロジスティック回帰分析の結果から、咳関連

QOL と睡眠障害が重要な因子として抽出された。以上の結果から NTM-PD
患者の睡眠障害の評価の重要性について、さらに咳関連 QOL を改善する

ため咳症状を軽減すための呼吸理学療法の必要性を明らかにした。 
 
以上のように本論文は、感染症患者（NTM-PD 患者）の抑うつ状態に関

する研究に貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）

の学位に値するものと判断した。 
 


